
情報機器を活用した道徳の時間の実践
藤沢小学校

１ 資料名 「ブータンに日本の農業を」内容項目 ４－(8) 第６学年（道徳）

～道徳教育推進指導資料（指導の手引き）７－「文化や伝統を大切にする心を育てる」

（平成１１年・文部省）～

２ ねらい

外国の人々や文化、伝統を大切にしようとする心をもち、日本人としての自覚をもって世界の人

人との親善に努めようとする気持ちを育てる。

３ 情報機器の活用の意図

道徳の時間における効果的な情報機器の活用法について、３つに整理できる。

① 資料理解に生かす。

、 、 、主として扱う読み物資料の内容が 児童の日常生活から離れたもので 内容理解が困難な場合

補助的資料をプレゼンテーションソフトで提示し、児童の資料理解を助ける。

インターネットから画像や各種情報を引き出し、掲示資料として生かす。

② 道徳の時間の授業展開に利用する。

プレゼンテーションソフト（パワーポイント）を活用

して、発問や場面絵をプロジェクターでスクリーンに提

示し、授業を展開する （本時では８枚スライドを用意し。

た ）。

③ 道徳的価値の自覚を深めることに生かす。

キーワードを効果的に提示する。終末で音楽や映像を

流し授業をまとめる。

この授業では、インターネットやプレゼンテーションソフト、プロジェクターなどを使用し、

①②を重点的に扱った。

４ 本時の学習活動

学習活動（主な発問） 児童の主な反応例 指導上の留意点○ 備

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ使用場面 考☆

１ 日本の人々が海外 ﾌﾟﾛ☆ﾌﾟﾚ№１提示

導 でどのように活躍し ｼﾞｪ

ているか話し合う。 ｸﾀｰ

○皆さんが将来、海外 ・観光、旅行。おいしいものを食べ ○児童の素直な感想を引き出

入 に行くときには何を に行く。 せるように声をかける。 ｽｸﾘ

目的に行きますか。 ・野球選手として行く。 ○心のノートの「私のページ ｰﾝ

・留学。 」にメモをとらせる。

・仕事の出張で行く。 心

○どんな日本の人が海 ・イチロー選手が大リーグ選手で活 の☆ﾌﾟﾚ№２提示

外で活躍しているだ 躍している。 ○海外で活躍しているスポー ﾉｰﾄ



ろう。 ・中田英寿、中村俊輔がサッカー選 ツ選手を映し、児童の興味

手として活躍している。 付けを図る。

２ 資料「ブータンに ﾌﾟﾛ

日本の農業を」の説 西岡京治 ｼﾞｪ

明を聞く。 １９６４年 ヒマラヤ山脈のふもとに広がるブータン王国に ｸﾀｰ、 、

海外協力事業団の専門員として農業指導をするために渡る。

３ 資料の範読を聞き ブータンの人たちに、日本の農業のやり方を紹介するために ｽｸﾘ、

話し合う。 小さな畑から、活動を始める。 ｰﾝ☆ﾌﾟﾚ№３提示

☆ﾌﾟﾚ№４・５提示○ブータンで農業指導 ・初めての日本人か、心細い。

を始めることになっ ・この国のために役立つことだ。が ○西岡さんの不安や決意など

た西岡さんはどんな んばっていこう。 に十分共感させたい。

ことを考えただろう ・自分の夢だ、絶対成功させたい。。

☆ﾌﾟﾚ№６提示○モンスーンによって ・もう帰りたい。しかし、がんばら

すっかり押し流され ねば。 ○農場を失った時の西岡さん

展 た農場を前に西岡さ ・絶対あきらめないぞ。 の気持ちを考えさ、心の弱

んはどんな気持ちに ・ブータンではやっぱり無理なのだ さや、あきらめない強い決

なったのだろう。 ろうか。 意に共感させたい。

☆ﾌﾟﾚ№７提示開 ○ブータンの人たちに ・日本式のやり方が認めてもらえて

受けいれられた西岡 本当によかった。 ○相手の文化を尊重しながら

さんはどんな気持ち ・ブータンのやり方を大切にしなが その上にたって信頼を勝ち

だったのだろう。 らよくここまでできたものだ。う 取った西岡さんの様子に目

れしい。 を向けさせたい。

☆ﾌﾟﾚ№８提示４ 西岡さんの活動か ・もっと他の国についてよく理解し

ら学んだことを生か ていきたい。 ○心のﾉｰﾄ 「わたしので 心P102

してどんなことがで ・困っている国を助けに生きたい。 きること」への書き込みを の

きるか話し合う。 ・文房具や学校をおくりたい。 促す。 ﾉｰﾄ

○わたしたちにはどん

なことができるだろ

う。

５ 世界の国々で活躍 ○本時のねらいとする道徳的

終 している人の話を聞 価値について、児童の自覚

末 く。 を促す。

○先生の話を聞いてく

ださい。

５ 情報機器の活用についての考察

本資料が、児童にとって身近でない、ブータンという国が舞台であるために、プレゼンテーショ

ンソフトを活用し、ブータンという国についてや主人公西岡京治の人物像について詳しく説明でき

たことが、より資料を深く理解し、道徳的諸価値にふれやすくするために有効だった。

また、インターネットからたくさんの情報を容易に集められることは、より児童に応じた資料作

りを可能とすると感じた。これからも積極的に活用していきたい。


